
 

防衛省仕様書改正票 D S P 

 K ２２０３G（３） 

ディーゼルエンジン油     制定 昭和４ ４ 年 ６月２４日 

改正  令和  ５年 ８月３０日 

（ＬＵＢＲＩＣＡＴＩＮＧ  ＯＩＬ，ＥＮＧＩＮＥ） 
 

 
この改正票は，ＤＳＰ Ｋ ２２０３Ｇ（ディーゼルエンジン油）についてのも

のであり,ＤＳＰ Ｋ ２２０３Ｇ（２）を含め累積記載されている。この改正票

はＤＳＰ Ｋ ２２０３Ｇと併用される。 

 

 
1.3  a)  1）規格 中 

“ＪＩＳ Ｋ ０１１９ 蛍光Ｘ線分析方法通則”  を 

“ＪＩＳ Ｋ ０１１９ 蛍光Ｘ線分析通則”  に， 

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表” を             

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１ 原油及び石油製品－密度の求め方－第１部：振動法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２ 原油及び石油製品－密度の求め方－第２部：浮ひょう法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３ 原油及び石油製品－密度の求め方－第３部：ピクノメータ法  

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－４ 原油及び石油製品－密度の求め方－第４部：密度・質量・容量換算表”  に，      

“ＪＩＳ Ｋ ２５１８ 石油製品－潤滑油－泡立ち試験方法”  を 

“ＪＩＳ Ｋ ２５１８ 潤滑油－泡立ち試験方法” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ２６０９ 原油及び石油製品－窒素分試験方法”  を 

“ＪＩＳ Ｋ ２６０９ 原油及び石油製品－窒素分の求め方” に， 

      “ＡＳＴＭ ＲＲ：Ｄ－２－１３２０ ＩＮＧＬＥ ＣＹＬＩＮＤＥＲ ＰＩＳＴＯＮ ＤＥＰＯＳＩＴ ＴＥＳＴ－ＣＡＴ １Ｍ－ＰＣ”を 

      “ＡＳＴＭ ＲＲ：Ｄ－２－１３２０ ＳＩＮＧＬＥ ＣＹＬＩＮＤＥＲ ＰＩＳＴＯＮ ＤＥＰＯＳＩＴ ＴＥＳＴ

－ＣＡＴ １Ｍ－ＰＣ”に 

改める。 

 

付表１－品質  中 

“項目 密度（１５℃）ｇ／ｃｍ3 試験方法 ＪＩＳ Ｋ ２２４９による。” を 

“項目 密度（１５ ℃）ｇ／ｃｍ3 試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－２，ＪＩＳ Ｋ ２２４９－３又はＪＩＳ Ｋ ２２４９ 

－４による。” に改める。 

 

 

原案作成部課等名を次のように改める。 

原案作成部課等名  ：  海上自衛隊  補給本部需品部需品整備課 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

空 白 



 

 

 

 D S P 防 衛 省 仕 様 書 

 

ディーゼルエンジン油  

Ｋ  ２ ２ ０ ３ Ｇ
 

制定 昭和４４． ６．２４ 

改正 平成１９．１２．２１  

（ＬＵＢＲＩＣＡＴＩＮＧ ＯＩＬ，ＥＮＧＩＮＥ） 

 

 

1 総則 

1.1 適用範囲 

この仕様書は，艦船などの中・高荷重形のディーゼルエンジンに使用するディーゼルエンジン油（以下，エンジン油という。）

について規定する。 

1.2 製品の呼び方 

製品の呼び方は，表１による。 

表１－製品の呼び方 

製品の呼び方 物  品  番  号 

ディーゼルエンジン油 ９２５０ ９１５０－００７－５８１６－５ 

1.3 引用文書等 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 引用文書 

1) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ０１１６ 発光分光分析通則 

ＪＩＳ Ｋ ０１１９ 蛍光Ｘ線分析方法通則 

ＪＩＳ Ｋ ０１２１ 原子吸光分析通則 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

ＪＩＳ Ｋ ２２５１ 原油及び石油製品－試料採取方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４ 引火点の求め方－第４部：クリーブランド開放法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６９ 原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２７２ 原油及び石油製品－灰分及び硫酸灰分試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２８３ 原油及び石油製品－動粘度試験方法及び粘度指数算出方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５０１ 石油製品及び潤滑油－中和価試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５１８ 石油製品－潤滑油－泡立ち試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－１ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第１部：酸水素炎燃焼式ジメチルスルホナ

ゾⅢ滴定法  

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－２ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第２部：微量電量滴定式酸化法 

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－３ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第３部：燃焼管式空気法 

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－４ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第４部：放射線式励起法 

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－５ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第５部：ボンベ式質量法 

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－６ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第６部：紫外蛍光法 

ＪＩＳ Ｋ ２５４１－７ 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第７部：波長分散蛍光Ｘ線法（検量線法） 

ＪＩＳ Ｋ ２６０９ 原油及び石油製品－窒素分試験方法 
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ＮＤＳ Ｋ ２７１５ 潤滑油中の金属分析試験方法  

ＮＤＳ Ｋ ２７１６ 潤滑油及び潤滑油添加剤中のりん分析試験方法 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

ＡＳＴＭ ＲＲ：Ｄ－２－１３２０  ＩＮＧＬＥ ＣＹＬＩＮＤＥＲ ＰＩＳＴＯＮ ＤＥＰＯＳＩＴ ＴＥＳＴ－ＣＡＴ １Ｍ－ＰＣ 

ＪＡＳＯ Ｍ３３６：１９９８ 自動車用ディーゼル機関潤滑油－清浄性試験方法 

2) 仕様書 

ＤＳＰ Ｚ １００２ 鋼製ドラム，２００Ｌ 

3) 法令等 

装備品等の製造設備等の認定に関する訓令（昭和５０年防衛庁訓令第４４号） 

b) 関連文書 

ＭＩＬ－Ｌ－９０００Ｆ ＬＵＢＲＩＣＡＴＩＮＧ ＯＩＬ，ＩＮＴＥＲＮＡＬ ＣＯＭＢＵＳＴＩＯＮ ＥＮＧＩＮＥ，ＤＩＥＳＥＬ  

ＭＩＬ－Ｌ－９０００Ｇ ＬＵＢＲＩＣＡＴＩＮＧ ＯＩＬ，ＳＨＩＰＢＯＡＲＤ ＩＮＴＥＲＮＡＬ ＣＯＭＢＵＳＴＩＯＮ  ＥＮＧＩＮＥ，

ＨＩＧＨ ＯＵＴＰＵＴ ＤＩＥＳＥＬ  

 

2 製品に関する要求 

2.1 認定  

このエンジン油には，装備品等の製造設備等の認定に関する訓令が適用される。 

2.2 品質  

品質は，基油と添加剤とからなる安定した均質の混合油であって，付表１による試験方法で試験したとき，付表１の規定に

適合しなければならない。 

2.2.1 基油 

基油は，精製鉱油，合成油又はこれらの混合油であって清澄透明で，水，懸濁物，沈殿物及びその他の不純物を含んでい

てはならない。 

2.2.2 添加剤 

添加剤は，防衛省が認定検査時等に承認したものを使用するものとし，添加剤を変更する必要がある場合には，防衛省の

承認を受けなければならない。 

 

3 品質保証 

3.1 認定検査・検査 

認定検査及び検査の検査項目及び試験方法は，付表１によるものとする。 

なお，エンジン試験についての規定は，既に認定品目表に記載されている製品に対しては，その成分，添加剤，製造方法な

どについて，特に大きな変更がない場合は適用しない。 

注記 2.1 項の認定の規定が適用される場合の検査は，付表１の検査の欄に○印を付した項目について実施する。その

他の場合は，付表１の試験方法欄に示された検査を行うものとする。 

3.2 試料採取方法 

認定検査及び検査のための試料採取方法は，ＪＩＳ Ｋ ２２５１による。 

 

4 出荷条件 

4.1 容器 
容器は，ＤＳＰ Ｚ １００２に規定する鋼製ドラムとする。防衛省のドラムに入れて納入する場合は，所要の修理及び

完全な洗浄を行い，その外面塗装は，ＤＳＰ Ｚ １００２に規定する塗料，塗色とする。 

4.2 表示 
表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

4.3 納入単位 
納入単位は，１５℃における容量（Ｌ）とする。 
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付表１－品質 

項   目 規   定 
認定

検査 
検査 試  験  方  法 

動粘度（１００℃） ｍｍ２／ｓ １１．４～１４．１ 

○ 

○ 

ＪＩＳ Ｋ ２２８３による。 
粘度指数 報告 

流動点 ℃ －１２．５以下 ＪＩＳ Ｋ ２２６９による。 

引火点 ℃ ２００以上 ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４ による。 

泡立ち性 合格ａ） ＪＩＳ Ｋ ２５１８による。 

エンジン 

試験 

１Ｍ－ＰＣ ＡＰＩサービス分類ＣＤ級以上ｂ） 

― 

ＡＳＴＭ ＲＲ：Ｄ－２－１３２０

による。 

ＤＨ－１ 

（ＴＤ２５） 

報告 ＪＡＳＯ Ｍ３３６：１９９８によ

る。 

密度   （１５℃）ｇ／ｃｍ３ 報告   

○ 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９による。 

硫黄分 質量％ 報告 ＪＩＳ Ｋ ２５４１－１,－２,－

３,－４,－５,－６又は－７による。

ｃ） 

流酸灰分 質量％ 報告 ＪＩＳ Ｋ ２２７２による。 

りん 質量％ 報告 

― 

ＮＤＳ Ｋ ２７１６による。ｃ） 

窒素分 質量％ 報告 ＪＩＳ Ｋ ２６０９による。ｄ） 

金 

属 

分 

亜鉛 質量％ 

報告 ＮＤＳ Ｋ ２７１５による。ｅ） 
バリウム 質量％ 

カルシウム 質量％ 

マグネシウム 質量％ 

全塩基価 ｍｇＫＯＨ／ｇ ８以上 
○ 

ＪＩＳ Ｋ ２５０１に規定する電

位差滴定法（過塩素酸法）による。 

均質性 合格ｆ） 
― 附属書A 

混和性   合格ｇ） 

注記  ○印は，認定検査及び検査の項目を示す。  

注ａ） 試験結果が，次の規定に適合する場合を合格とする。 

 

 

 

 

 

ｂ） ＡＰＩ認定試験機関等が実施したＡＰＩサービス分類ＣＤ級以上の品質を証明できる試験成績書などに            

よることができる。 

ｃ） ＪＩＳ Ｋ ０１１６又はＪＩＳ Ｋ ０１１９を用いてもよい。規定された試験方法のうち，いずれの試

験方法を用いてもよいが，測定に用いた試験方法を報告するものとする。 

シーケンス 試験温度℃ 泡立ち度ｍｌ 泡安定度ｍｌ 

Ⅰ ２４ 報告 ３００以下 

Ⅱ ９３．５ 報告 ３０以下 

Ⅲ ９３．５後の２４ 報告 ３００以下 
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付表１－品質（続き） 

ｄ） 規定された試験方法のうち，いずれの試験方法を用いてもよいが，測定に用いた試験方法を報告するものとする。  
ｅ） ＪＩＳ Ｋ ０１１６，ＪＩＳ Ｋ ０１１９又はＪＩＳ Ｋ ０１２１を用いてもよい。規定された試験方法の  

うち，いずれの試験方法を用いてもよいが，測定に用いた試験方法を報告するものとする。 

ｆ） 均質性良好と認められた場合を合格とする。 

ｇ） 認定の申請者又は契約の相手方が選定した他社製造同等品質のエンジン油と混合して試験したとき，混和性良好と

認められた場合を合格とする。 
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附属書 A 

（規定） 
均質性及び混和性試験方法 

 
A.1 適用範囲  

この附属書は，エンジン油の均質性及び標準油との混和性を試験する方法について規定する。 

 

A.2 標準油  

認定の申請者又は契約の相手方が選定した他社製造同等品質のエンジン油を用いる。 

 

A.3 装備  

ＪＩＳ Ｋ ２２６９に規定するものと同じ装置を用いる。 

 

A.4 操作 

A.4.1 試験の準備 

ＪＩＳ Ｋ ２２６９の３．１．３に規定する方法による。 

A.4.2 試験の手順 

A.4.2.1 均質性 

a) ＪＩＳ Ｋ ２２６９の３．１．４に規定する手順に従い，試料の流動点を測定する。 

b) 流動点を測定した後，試料を室温に放置する。 

c) 試料が室温に達したら温度計を抜き取り，油浴で２３２℃まで加熱する。その後，コルク栓で試験管を密栓し，試料の流動

点と同じ温度で１８～２４時間静置する。 

d) 試料を室温に放置して，室温に達したら分離物の有無を調べる。 

A.4.2.2 混和性 

a) 混和性を求めようとする試料と標準油を１：１に混合し，十分に振とうする。 

b) 混合試料について，A.4.2.1 の a）～c）の手順に従い試験を行う。 

c) 混合試料を室温に放置して，室温に達したら分離物の有無を調べる。 

 

A.5 報告 

A.5.1 均質性 

試料に著しい分離及び変色を認めなければ“均質性良好”とし，これに適合しなければ“均質性不良”として報告する。 

A.5.2 混和性 

混合試料に著しい分離を認めなければ“混和性良好”とし，これに適合しなければ“混和性不良”として報告する。 


